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①大型水電解評価設備 ③再エネ・水素システム評価設備

防爆建屋 高圧ガス保安法を
遵守した設備

高圧セルスタック
最大300kg
縦・横置き

高圧水電解装置
50kW

最大75V、最大5000A

~5MPaG

海外の水電解装置と同じ
高圧条件で評価を実施

水素

水素中
酸素濃度

露点

スタック電流
各セル電圧

評価システム
• 高圧ガス対応試験環境設備
• 計測・分析機器

評価項目
• 高圧下水電解現象の把握
• クロスオーバー量の評価
• セルスタックの水素のシール性・リーク評価

飛散防止カバー

リーク
水素

WDH＝３5.52.8 m

セル抵抗・
インピーダンス

圧力

0~5MPaG

酸素

酸素中
水素濃度

10Nm3/h

流量

大気開放

（企業ヒヤリングを
    受け追加）

飛散防止カバー
2023年11月設置

純水純度

②高圧水電解評価設備

①稼働積算時間とスタックの1セル当たりの
平均電圧の関係定 (500kW PEMWE)

①各セル初期電圧と
耐久試験後電圧増分の関係

(500kW PEMWE)

設備構築・実験状況

②差圧型スタックの加圧条件下での
I-V特性(50kW PEMWE)

②等圧型スタックの各温度における
加圧条件下でのI-V特性(50kW PEMWE)

水素貯蔵設備

評価項目
• 再エネ変動電力による運転・耐久性評価
• 劣化モード試験での電解電圧評価
• 温度・圧力・水の純度によるスタック性能
• 水素発電設備も含めたシステムとしての評価

水素
劣化モード
変動電力

電力回生用水素発電設備

水素中
酸素濃度等
ガス分析

水分
水素流量・
圧力

評価システム概要
• 500kW DC電源（加速試験対応、多数
回起動停止試験等）

• 温調・圧力制御・純水純度管理
• 水素貯蔵設備（中圧タンク等）
• 計測・分析機器
• 水素利用機器

500kWで加速劣化試験可能

DC:500kW
最大700V
最大10000A

100Nm3/h
0.8-0.95MPaG

評価可能スタックサイズ
最大2m×2m×2m
重量：最大3t

（委員会の提言を受け、変更）

（企業ヒヤリング
を受け追加）

水素貯蔵設備
2023年11月
タンク設置完了
１MPaG以下,

1000Nm3

2024年2月配管
完成

PEM型燃料電池発電設備
2024年1～2月据付・試運転

100kW,寒冷地仕様

実験建屋
2023年10月建屋完成、

12月電気工事完成

再エネ模擬DC電源/
インピーダンス測定用交流重畳

純水の純度
金属成分 セル抵抗・

各セル電圧

劣化・耐久性

スタック電流・
インピーダンス

事業の位置付け・必要性

• 再生可能エネルギーを用いた水電解水素製造については、海外でも様々なプロジェクトが計画されている。再エネ価格が安い海外で電解する
実証が先行すると考えられ、電解装置にも競争力が求められる状況になりつつある。

• これまで、日本の水電解装置メーカーでは国内市場向けの製品が多く、海外の市場に国内技術を展開するためには、国内で海外の水電解
装置に要求される条件を再現し、部材から、スタック、BOPを含むシステムでの海外市場向けの開発が必要になる。
（BOP：balance of plant：電解装置の補器等）

• 海外の系統運用条件や電解圧力条件、加速劣化試験の試験法の検討など、メーカー毎に試験設備を整備し、基準の統一化など、非効率
な課題がある。

• これらの試験の実施を可能とする評価拠点を構築し、基準を明確にした評価方法を確立することで、適正な開発の指針が得られ、国内企業
の開発力強化に繋がることが期待される。

評価設備外観

設備① 500kW PEM水電解評価実験棟
設備② 高圧PEM水電解（50kW）評価実験棟

設備③ アルカリ水電解評価設備

2023年度 専用建屋及び装置設置完了 2023年度 インフラ（基礎/電力/水素貯蔵等）構築完了
2024年度 アルカリ水電解装置設置完了

冷却塔

H2

6,600V

400V

純水
AC 1.6MW
400 or 6,600V
50～60Hz
電圧、周波数可変
電力各種測定装置完備
電解装置の効率・
電源品質の計測が可能

100Nm3/h
(Max. 200Nm3/h)

AC 1.6MW
400 or 6,600V, 50Hz

水素エンジン発電機
（115kW）

電力計
(力率,高調波)

排水タンク

特別高圧変圧器（7.5MVA,66ｋV→6.6kV）

BTB
（AC/DC/AC）

基礎サイズ: 5.74m×27ｍ

N2

アルカリ排水等
pH監視

水素タンク
1,000Nm3 （体積50m3×２）

(＋配管にて接続1,000Nm3)
全体で2,000Nm3

最大圧力 1MPaG

水素エンジン発電機
定格出力 115kW
水素消費量 100Nm3/h
純度 99％以上

AC シミュレーター
（系統から独立）

アルカリ水電解システム

電力系統
66kV→6.6kV

ISO/TC197/SC1/WG4ドラフト調整力変動パターンと結果

2024年度

Q1 Q2 Q3 Q4

2025年度

Q1 Q2 Q3 Q4

技術課題1
（500kW PEMスタック）

定常運転時の特性把握

大型用加速劣化試験プロトコ
ルの最適化

高・低負荷試験

加速劣化試験

技術課題2
(50kW 高圧PEMスタック）

リスクアセスメント

定常運転時の特性把握

大型用加速劣化試験プロトコ
ルの最適化

加速劣化試験

技術課題3
(海外電力条件、パッケージ)

試験用水電解装置の設置と
試運転

定常試験による性能と効率評
価

低負荷試験におけるガス純度
計測

再エネ変動試験

ディマンドレスポンスを想定する
応答速度評価試験

再エネ変動に対応するEMSの
可否検討（応答性）

補機含めた総合
効率の評価

各種再エネ模擬

高圧(差圧式)低圧条件

定常、手順型HAZOP

ISOで提案された
プロトコルをテスト

IVカーブ取得

設備の応答性を確認

試運転完了

設備全体の投入電力
と水素製造量取得

2025年度の実施事項

まとめとGI事業後の展望

5年間のプロジェクトを通じ、再生可能エネルギーが多量に導入された場合の電力系統に対応可能
な大型水電解装置の評価基盤となる3つの設備を構築した。大型および高圧電解設備では、水電
解装置の開発や加速劣化評価について、これまでNEDO水素先導PJにおいて小型の水電解装置
で開発された起動・停止模擬サイクル試験手法の大型での適応性を示すことができた。また、高圧力
（～5 MPa）での水電解装置の評価手法の構築および電解性能への影響の把握、海外の再エネ
等を模擬した電力条件における大型水電解装置（MW級）の再エネの変動への適応範囲の把握
し、系統安定化への適応範囲について、実機を用いた試験および検証ができる評価基盤と手法の構
築を完了した。

さらに、構築した評価設備を使った試験のデータをもとに、限られた範囲ではあるが3つの試験評価に
よる統一的な評価手法の妥当性に資するデータの取得を行うとともに、国際的な動きを把握しつつ、
ISO等の国際標準化への提案について検討した。その1つの成果として、電解装置の効率についての
ISOにPWI提案へのアプローチを実現できた。今後、統一的な評価手法の深化および国際標準化
については、NEDO水電解プラットフォーム事業に引き継がれ、進めていく予定である。

風力パターンにおける変動パターン、
消費電力、ガス圧変動、ガスクロスオーバー

太陽光パターンにおける変動パターン、
消費電力、ガス圧変動、ガスクロスオーバー

ISO/TC197/SC1/WG4ドラフト調整力変動パターンと結果

国際標準化活動

小型セル用のプロトコルを
ベースに大型スタック用の

プロトコル構築

DSS試験実施、
加速劣化プロト
コル試験実施

25セル
高電密
耐久試験

追加の安全対策を検討

高圧(等圧式)

DSS/ADT

高圧電解の特性、
差圧と等圧の違いを把握

高圧環境下で
加速劣化プロトコル

を適用

水素/酸素クロスオー
バー量計測手法

系統電圧変動
高調波測定
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